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奄美群島喜界島から得られた標本に基づく琉球列島初記録のヒラスズキ

中村潤平 1・大富　潤 2・本村浩之 3

A single specimen (466.0 mm standard length) of the Black-
fin Seabass Lateolabrax latus Katayama, 1957 was collected 
from Kikai Island, Amami Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. 
In Japanese waters, L. latus has previously been recorded from 
Ishikawa and Ibaraki prefectures south to southern Kyushu and 
the Osumi Islands, and from several islands in Okinawa Prefec-
ture; all Okinawan records were based only on photographs. The 
Kikai specimen therefore represents the first record of L. latus 
from the Amami Islands and the first specimen-based record of 
the species from the Ryukyu Islands.
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 Abstract

スズキ科魚類 Lateolabracidaeは東アジアの温帯域に

分布するスズキ属 Lateolabraxのみから構成され，スズ

キ Lateolabrax japonicus (Cuvier, 1828)， ヒ ラ ス ズ キ La-

teolabrax latus Katayama, 1957，およびタイリクスズキ

Lateolabrax sp.［学名に関しては本村（2020）に詳述］の 3

種が知られている（波戸岡，2013；中山，2018）．

このうち，ヒラスズキは国内において主に鹿児島県大

隅諸島以北の南日本沿岸域に分布し，水産上重要種と扱

われ，遊漁の対象としても人気が高い（中山，2018；畑，

2020；下瀬，2021）．また，本種は外海に面した岩礁域を

主な生息地としているが，河川の淡水域に出現することも

知られている（酒井ほか，1998；村瀬ほか，2012）．

2021年 5月 25日に鹿児島県奄美群島喜界島において 1

個体のヒラスズキが釣獲された．琉球列島における本種の

分布記録は沖縄県内（沖縄島，伊是名島，久米島，および

石垣島）からの写真による記録に限られていた（下瀬ほか，

2011；三浦，2012；下瀬，2021）．したがって，喜界島産

標本はヒラスズキの奄美群島における初めての記録および

本種の琉球列島からの標本に基づく初めての記録となると

ため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は村瀬ほか（2012）にしたがった．標

準体長は体長または SLと表記し，体各部の計測はノギス

を用いて 0.1 mmまでおこなった．生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影されたカラー写真（Fig. 1）に基づく．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は

同館のデータベースに登録されている．なお，本稿ではタ

イリクスズキに適用する学名を中山（2018）と本村（2020）

にしたがい Lateolabrax sp.とし，琉球列島の範囲は中坊

（2013）にしたがい奄美大島から与那国島までとした．

Lateolabrax latus Katayama, 1957

ヒラスズキ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 157483，体長 466.0 mm，鹿児島県大島

郡喜界町小野津漁港　奄美群島喜界島，水深 5 m，釣り，

2021年 5月 25日，河上弘仁．

記載　計数値と体各部の体長に対する割合（%）は

Table 1に示した．体は前後方向に長く，側扁する．体高

は高く，腹鰭起部で最大．尾柄は太く，尾柄長は尾柄高の

193%．体背縁は吻端から背鰭第 6棘起部にかけて上昇し

（眼の上方でやや湾入する），そこから尾柄部にかけて緩や

かに下降する．体腹縁は下顎先端から胸鰭起部にかけて下

降し，そこから臀鰭起部にかけては体軸と並行，その後，
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臀鰭起部から尾柄部にかけて上昇する．口は端位で口裂は

大きく，下顎先端は吻端より前方に位置する．上顎後端は

眼の後縁直下より前方に位置する．眼と瞳孔は正円形．鼻

孔は 2対で近接し，眼の前縁の前方に位置する．前鼻孔は

背腹方向に長い楕円形で後縁に皮弁を有し，後鼻孔は前後

方向に長い楕円形．前鰓蓋骨の縁辺は鋸歯状で，角隅部に

5本の小棘を有する．主鰓蓋骨の上方に大きな後方を向く

2棘を有する．鰓蓋の後縁は円滑．頭部，体側，および各

鰭の基部は櫛鱗に覆われる．下顎腹面に 2列の鱗列がある．

側線は 1本で，鰓蓋上方から尾柄部にかけての体側に位置

する．肛門は臀鰭起部直前に位置する．背鰭起部は鰓蓋後

端よりも後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端より前方にそ

れぞれ位置する．背鰭棘は第 1棘から第 6棘に向かうにつ

れ徐々に長くなり，第 6棘から第 12棘にかけて徐々に短

くなる．背鰭第 13棘は第 12棘より長い．胸鰭基底上端は

鰓蓋後端より前方，下端は鰓蓋後端より後方にそれぞれ位

置する．胸鰭後端は背鰭第 8棘起部直下付近に位置する．

腹鰭起部は胸鰭基底後端より後方に位置する．たたんだ腹

鰭の後端は背鰭第 10棘起部と第 11棘起部の間の直下付近

に位置する．臀鰭起部は背鰭第 8軟条起部直下付近に位置

する．尾鰭は截形で，後縁の湾入は浅い．両顎には細かい

円錐歯が密に並ぶ．鰓耙は棒状で細長い．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部と体側は光沢をも

つ銀白色で，背面は色味が強く暗青色がかり，腹面は白色

がかる．瞳孔は黒色．両唇はおおむね黄白色で，一部暗色

がかる．背鰭棘は灰色で，棘間の鰭膜は暗青色．背鰭軟条

部は黄色みがかる灰色．胸鰭は灰色．腹鰭，臀鰭，および

尾鰭は暗青色．

分布　東アジア固有種で日本と韓国（朝鮮半島南部と
済州島）に分布し，国内においては石川県能登半島から鹿

児島県薩摩半島にかけての日本海・東シナ海沿岸，茨城

県から鹿児島県大隅半島にかけての太平洋沿岸，瀬戸内

海，鹿児島湾，大隅諸島（種子島，屋久島，および口永良

部島），沖縄諸島（沖縄島，伊是名島，および久米島），お

よび八重山諸島石垣島から記録されていたが（下瀬ほか，

2011；三浦，2012；村瀬ほか，2012；波戸岡，2013；細

谷，2015；ジョン，2017；岩坪・橋口，2017；木村ほか，

2017；中山，2018；畑，2020；下瀬，2021），本研究によ

り新たに鹿児島県奄美群島喜界島における分布が確認され

た．

備考　喜界島産標本は背鰭軟条数が15，臀鰭軟条数が9，

側線下方横列鱗数が 14，体長に対する吻長が 10.0%，下

顎背面に発達した鱗列を有する，尾柄が太く短く，体長に

対する尾柄長が 19.1%，および尾鰭後縁の湾入が浅いこと

などの特徴により Katayama (1957)，村瀬ほか（2012），波

戸岡（2013），および Yokogawa (2019)が報告したヒラス

ズキ Lateolabrax latusの標徴と一致したため本種に同定さ

れた．

ヒラスズキは大隅諸島以北の南日本沿岸では多くの個

体数が生息している一方で（村瀬ほか，2012；畑，2020），

これまで琉球列島からの記録は少なく，久米島で釣獲さ

れた個体（全長 60–70 cm程度）の写真（磯，2006），伊

是名島で釣獲された大型個体（体重 3.8 kg）の写真（沖縄

タイムス，2007），石垣島の浦底湾で観察された個体（全

長 40–50 cm程度）の水中写真（下瀬ほか，2011；下瀬，

2021），および定置網で漁獲され沖縄県南城市知念漁協魚

市場に水揚げされた中型個体（体重 0.5 kg）の写真（三浦，

2012）の散発的な記録のみが知られていた．また，下瀬ほ

か（2011）は 2001年と 2002年に沖縄島北部で日本本土か

ら畜養のために導入されたヒラスズキが逸出し，周辺で釣

られていたこと，1993年に沖縄県那覇市泊漁港でヒラス

ズキが水揚げされた記録があることを記した．これらのこ

とから，喜界島産標本はヒラスズキの奄美群島における初

めての記録となると共に，本種の琉球列島からの標本に基

Fig. 1. Fresh specimen of Lateolabrax latus from Kikai Island, Amami Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 157483, 
466.0 mm SL).
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づく初めての記録となる．なお，Kamohara (1957)により

鹿児島県奄美大島から名瀬市場での目視観察により 2個体

（全長約 60 cm）のスズキが記録されているが，スズキと

ヒラスズキの分布状況に加え，当該文献の出版年はヒラス

ズキの新種記載と同年であるため，Kamohara (1957)のス

ズキはヒラスズキである可能性が高い（下瀬ほか，2011；

本研究）．

琉球列島におけるヒラスズキの出現は，上述の通り中・

大型個体の散発的な記録のみであり，幼魚は記録されてい

ないため，本種は琉球列島で再生産していない，もしくは

個体数が極めて少ないと考えられる．下瀬ほか（2011）と

下瀬（2021）は沖縄県内におけるヒラスズキの出現を浮遊

期に黒潮東側の海流渦により屋久島以北から南下している

可能性を示唆した．喜界島におけるヒラスズキの出現も，

台湾以南に本種が分布しないことを考慮して，日本本土由

来の個体が黒潮の外側から浮遊期に南下し，成長した可能

性があると考えられる．しかし，本種は生活史の中で幼魚

が河川を利用することが示されており（酒井ほか，1998；

村瀬ほか，2012），河川環境に乏しい喜界島では本種が再

生産できる可能性は低いと考えられる．また，過去に沖縄

島において本種が畜養された経緯もあるため，人為的な導

入の可能性も含め，琉球列島におけるヒラスズキの出現は

今後の更なる調査が必要である．
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Counts

Dorsal-fin rays XIII, 15
Anal-fin rays III, 9
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Scale rows above lateral line 12
Scale rows below lateral line 14
Pored scales on lateral line 72

Measurements (% of SL)
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Body depth at pelvic-fin origin 26.5
Body depth at anal-fin origin 22.0
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Pre-pelvic-fin length 38.4
Pre-dorsal-fin length 37.9
Pre-anal-fin length 73.6
Pre-anus length 70.0
Distance from anus to anal-fin origin 3.4
Length of dorsal-fin base 46.1
Length of spinous dorsal-fin base 28.7
Length of soft-rayed dorsal-fin base 17.7
Length of anal-fin base 11.5
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3rd dorsal-fin spine length 6.4
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5th dorsal-fin spine length 13.3
Penultimate dorsal-fin spine length 2.0
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Pectoral-fin length 17.6
Pelvic-fin spine length 11.1
Pelvic-fin length 17.8
Caudal-peduncle length 19.1
Caudal-peduncle depth 9.9

Table 1. Counts and measurements of Lateolabrax latus from 
Kikai Island, Amami Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2020_11_OsumiFishes.pdf


Ichthy 14 ǀ 2021 ǀ 16

Nakamura et al. — Lateolabrax latus from Kikai Island

Kamohara, T. 1957. List of fishes from Amami-Oshima and adjacent re-
gions, Kagoshima Prefecture, Japan. Reports of the Usa Marine Biologi-
cal Station, Kochi University, 4 (1): 1–65.

Katayama, M. 1957. Four new species of serranid fishes from Japan. Japa-
nese Journal of Ichthyology, 6: 153–159.

木村祐貴・日比野友亮・三木涼平・峯苫　健・小枝圭太（編）．
2017．緑の火山島　口永良部島の魚類．鹿児島大学総合研究博物
館，鹿児島．200 pp.

三浦信男．2012．美ら海市場図鑑　知念市場の魚たち．ウェーブ企画，
与那原．140 pp.

本村浩之．2009．魚類標本の作製と管理マニュアル．鹿児島大学総
合研究博物館，鹿児島．70 pp. URL

本村浩之．2020．日本産魚類全種目録．これまでに記録された日本
産魚類全種の現在の標準和名と学名．鹿児島大学総合研究博物館，
鹿児島．560 pp. URL

村瀬敦宣・宮崎佑介・瀬能　宏．2012．屋久島産標本に基づくヒラ
スズキ Lateolabrax latusの再記載と河川における生息状況．魚類
学雑誌，59: 11–20. URL

中坊徹次（編）．2013．日本産魚類検索　全種の同定．第 3版．東海
大学出版会，秦野．xlix + 2428 pp.

中山耕至．2018．スズキ科Lateolabracidae，pp. 228–229．中坊徹次（編）．
小学館の図鑑 Z　日本魚類館．小学館，東京．

沖縄タイムス．2007．ゲット！　沖縄タイムス，2007年 4月 12日夕刊．
酒井治己・佐藤光昭・中村守純．1998．ヒラスズキの種子島淡水域
からの記録．魚類学雑誌，45: 107–109. URL

下瀬　環．2021．沖縄さかな図鑑．沖縄タイムス社，那覇．207 pp.
下瀬　環・名波　敦・瀬能　宏．2011．石垣島で水中撮影されたス
ズキ属魚類．魚類学雑誌，58: 211–213.

Yokogawa, K. 2019. Morphological differences between species of the sea 
bass genus Lateolabrax (Teleostei, Perciformes), with particular empha-
sis on growth-related changes. ZooKeys, 859: 69–115. URL

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/FishCollectionManual.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2020_05_JAFList.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jji/59/1/59_11/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jji1950/45/2/45_2_107/_pdf
https://zookeys.pensoft.net/article/32624/

